


相模川流域位置図

横浜

東京

【流域及び氾濫域の諸元】
流域面積（集水面積）：約1,680km2

幹川流路延長：約113km
想定氾濫区域面積：約75km2

想定氾濫区域人口：約30万人
流域内人口：約128万人
流域内市区町村：14市4町6村

（平成19年11月現在）

厚木基準地点

流域の概要
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流域の年平均降水量は約1,800mmで
あり、全国平均と同程度。
富士山や丹沢山地で多雨傾向。
土地利用は、山地等が約80%、農地が
約10%、市街地が約10%となっている。

富士山地質構造と忍野八海

新富士層
旧期富士層

古富士層

忍野八海

不透水層

富士山地質構造と忍野八海

新富士層
旧期富士層

古富士層

忍野八海

不透水層

降雨・地質特性

上流部の水源地域は、溶岩や火山
礫など透水性が高い地質で構成さ
れ、降雨や降雪の多くが伏流水と
なり、忍野八海や山中湖を形成。

降雨特性・土地利用

【年間降雨量分布図】
昭和51年～平成19年の30ヵ年平均値

地質特性
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厚木

流域平均雨量（H10～H19）

【降水量の月別分布】 寒川取水堰

丹沢山地

茅ヶ崎市
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左右岸堤防整備状況
■右岸の堤防整備率約90%に対し、左岸はわずか30%とアンバランス。

全体 61%

相模川 左岸 31%

右岸 88%

大臣管理区間堤防整備率

堤防の整備状況 大臣管理区間大臣管理区間

３(平成19年度末時点）

無堤区間
弱小堤区間 弱小堤区間

弱小堤区間弱小堤区間



堤防の整備状況 大臣管理区間大臣管理区間
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凡 例



堤防の整備状況 大臣管理区間大臣管理区間
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S57年台風10号 被害状況
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S57年台風10号 被害状況

相模川→

昭和52年 平塚市馬入地先付近Ａ－Ｂ断面

昭和57年台風10号 水防活動状況 昭和57年台風18号 浸水被害状況

銀河大橋上流付近

昭和57年台風10、18号では、右岸が無堤だった為、平塚市が浸水被害を受けた。
平成19年台風9号では、神川橋観測所で史上２位の水位を記録。平塚市、茅ヶ崎市

寒川町が約２万世帯に避難勧告を発令。
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寒川町

H19.9.8 神奈川新聞
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下流部における近年の出水状況 大臣管理区間大臣管理区間

昭和57年台風10号、18号出水状況 平成19年台風9号出水状況

６
昭和57年台風10号 浸水被害状況

堤防天端から約2mまで

水位が上昇

平水位



水際のオギ・ヨシ群落にはオオヨシキリ等の鳥類
やカヤネズミ等の哺乳類が繁殖生息している。

砂礫地にはコアジサシ等の生息・繁殖場がみられる。

河口干潟 汽水域はマハゼ・ボラ等の魚類が生息している。
河口干潟は シギ・チドリ類等の渡り鳥の中継地と
なっている。

セイタカシギ

河口干潟

湿地性草地

湿地性草地 平塚市

下流部の自然環境 大臣管理区間大臣管理区間
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瀬と淵

瀬と淵にはアユの生息・産卵場となっている。

カヤネズミ

瀬と淵
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下流部の景観 大臣管理区間大臣管理区間

静かな川面

河口干潟、静かな川面、広い河川敷等、のどかな情景が特徴である。

「湘南潮来」・「寒川宮山の富士」は良好な眺望として相模川八景に数えられている。

広い河川敷

寒川宮山の富士湘南潮来と河口河口干潟

出典：寒川町ＨＰ出典：平塚観光協会ＨＰ

８



馬入水辺の楽校と周辺施設 相模川水辺プラザ（田端スポーツ公園）
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馬入水辺の楽校
整備済み

相模川水辺プラザ（田端スポーツ公園）

整備予定

湘
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大
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グラウンドや水辺の楽校等の整備が進み、多くの人に利用されており川とまちが
一体となった川まちづくりが進行中である。
自然を生かした河川環境教育、スポーツやレクリエーション、憩いの場等として、
河川と一体となったまちづくりにふさわしいエリアである。
周辺の整備進む中で、水際へのアクセス路が少ないといった課題がある。

新設野球場

多目的広場

レクリエーション広場

親水広場

園路

散策路

自然地

サッカー場（馬入ふれあい公園）

交流拠点及び水辺利用施設の整備 大臣管理区間大臣管理区間

整備予定地の河川敷

整備イメージ図 高低差のある水際

馬入水辺の楽校における活動

馬入ふれあい公園

花畑

馬入水辺の楽校

堤外競技施設から連絡橋にて
堤防天端を接続

水際の現状

アクセス路が未整備の水際
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許可なく係留されている船舶

草地

堤外民地における耕作の様子
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河口干潟・砂州

平塚漁港 河口部での釣り

湘南大橋

階段状に整備された護岸駐車場として利用される河川敷グラウンド利用

花畑（馬入光と風の花づつみ）

河口～0.6k付近0.6k～１ｋ 0.7k付近1.6k付近2.4k付近

2.6～2.8k付近2.8～3.2k付近

馬入水辺の楽校

2.8～5.4k付近5.5k～神川橋付近

グラウンド利用

右

岸

5k
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左

岸

河口～0.5k付近

河口部のゴルフ練習場

0.3～1.8k付近

ゴルフ場

2.0k付近

河川の流水等に支障のある行為

2.0～2.8k付近

許可なく利用されている河川敷

3.0～3.2k付近

散策路

3.3～4.2k付近

水害防備保安林

4.4k付近

グラウンド利用

4.6～5.0k付近

草地草地と礫河原

5.0k～神川橋付近

堤外民地における耕作の様子

河川空間の利用状況 大臣管理区間大臣管理区間
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河川の利用状況 大臣管理区間大臣管理区間

河川敷でのサッカー

区 分 項目

スポーツ 767

釣り 94

水遊び 75

散策等 443

合計 1,379

利
 

用
 

形
 

態
 

別

利用状況の割合年間推計値　（千人）

水遊び
5%

釣り 7%

散策等
32% スポー

ツ 56%

水辺の楽校での散策

平成１８年度河川水辺の国勢調査において、年間利用者数は推計約１３８万人。
河川敷のグランドを利用した、スポーツが盛んである。

区 分 項目

水面 57

水際 112

河川敷 992

堤防 218

合計 1,379

利用状況の割合

利
 

用
 

場
 

所
 

別

年間推計値　（千人）

河川敷
72%

水際
8%

堤防
16%

水面
4%

大臣管理区間延長あたりの利用者数（平成１８年度調査）

利用形態別・利用場所別利用状況（平成１８年度調査）

11

平成18年度

1 相模川 20.9 多摩川 10.8 相模川 11.6 相模川 1.4 相模川 1.1

2 多摩川 20.4 鶴見川 8.3 荒川(関東) 8.5 紀の川 0.7 多摩川 0.9

3 荒川(関東) 16.9 荒川(関東) 7.6 多摩川 8.1 多摩川 0.6 仁淀川 0.8

4 鶴見川 10.5 相模川 6.7 大井川 4.1 荒川(関東) 0.5 矢作川 0.5

5 淀川 9.3 淀川 5.7 常願寺川 3.3 安倍川 0.5 物部川 0.5

6 安倍川 8.2 嘉瀬川 5.2 安倍川 3.2 淀川 0.4 高瀬川 0.5

7 大井川 5.8 安倍川 4.2 淀川 3.1 鶴見川 0.4 矢部川 0.4

8 嘉瀬川 5.5 旭　川 3.3 鶴見川 1.6 利根川 0.4 紀の川 0.4

9 旭　川 5.2 名取川 3.2 旭　川 1.6 那珂川 0.3 網走川 0.3

10 常願寺川 5.1 紀の川 3.0 庄内川 1.5 狩野川 0.3 渡川 0.3

釣り 水遊び総合 散策等 スポーツ
順位

（万人／㎞）



②

③

③①

④

相模川→

②①

茅ヶ崎市

平塚市

④

高水敷状況 大臣管理区間大臣管理区間

：現況堤防
（市道兼用）

：堤外国有地

凡例
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調節量（流入－放流）
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赤字は最大流入量

最大流入量が200m3/s以上の
洪水調節について表示しています

宮ヶ瀬ダム 大臣管理区間大臣管理区間

■横浜市から４０㎞圏内の相模川水系中津川に位置し、首都圏最大級のダムとして、
平成１３年に完成。

■宮ヶ瀬ダムは、洪水調節、水道用水、維持流量の確保、発電と４つの役割を持つ
多目的ダム。

ダム流入量802m3/s
放流量100ｍ３/s

洪水調節 維持流量の確保

ゲート操作により、100m3/sのみ

下流に放流

ダム流入量1,700m3/sの内、最大
1,600m3/sを洪水調節。

ダム運用後

愛川大橋上流付近

寒川取水堰下流放流量が、ダム運
用後1m3/sから8m3/sになり、流況
が改善された。

寒川取水堰

流況が改善

ダム運用前

ダム運用後

放流量790ｍ３/s

下流域での洪水を

大幅に軽減

平成13年完成
目的 ：治水、不特定、上水、発電
諸元 ：治水容量 4,500万m3

ダム運用前

愛川大橋上流付近

S58.8 台風5,6号 H19.9 台風9号

ダム運用後（平成１６年）ダム運用前（平成７年）

通年8m3/sを維持下流放流量が不足

寒川取水堰下流放流量推移
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宮ヶ瀬ダム 大臣管理区間大臣管理区間

■宮ヶ瀬湖周辺では、スポーツや河川を活かしたイベント等、レクリエーションの場とし
て多くの人に利用されている。

■中津川の環境保全を目的として、春と秋にフラッシュ放流を実施している。

空間利用（宮ヶ瀬ダム周辺） 中津川の環境保全

ダム湖畔に憩いの広場等が整備され、
様々なイベントが開催される等、市民の
憩いの場となっている。
ダム周辺の年間利用者数は180万人。

クリスマスイベント 12月

宮ヶ瀬湖畔地区 鳥居原地区

ダムサイト地区

周辺整備を行った３拠点

下流河川における成長した藻類や、
河床に堆積したシルトを剥離し、 河
道内の環境を改善するため、 フラッ
シュ放流を試験的に年２回実施。

宮ヶ瀬ダム観光放流

30m3/s放流

フラッシュ放流中

最大100m3/s放流

放流実施後

シルトが剥離され、
河川環境が改善

放流実施前

シルトが堆積している状況

フラッシュ放流前の角田大橋付近
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城山ダム

宮ヶ瀬ダム

倉見地区

完成堤防
暫定堤防
未整備

相模川 左岸 64%

右岸 71%

全体 68%

中津川 左岸 86%

右岸 96%

全体 91%
（平成19年度末時点）

指定区間堤防整備率

新田宿地区、四ツ谷地区

河原口地区

築堤

築堤

相模ダム
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中依知地区

築堤

左右岸堤防整備状況

堤防の整備状況 県県 管理区間管理区間

（仮堤防工事の実施状況写真）

築堤



中流部における近年の出水状況 県県 管理区間管理区間

平成１１年熱帯低気圧出水では、流域平均2日雨量約340ｍｍ。高水敷の冠水や、
護岸の破損など被害が生じた。
平成19年台風９号では、はん濫注意水位まで水位が上昇した（厚木市上依知）。

A

B

昭和橋スポーツ広場

23.8K
L23.8K

PH=43.690

R23.8K

PH=42.993
As

グランド

As

グランド

計画高水位＝40.774

最低河床高＝

39.31

39.70

33.97

A B

磯部頭首工あゆみ橋

平成１９年台風９号出水状況

出水により流されたバス
三川合流点付近（厚木市厚木）

平成１１年熱帯低気圧出水状況

低水護岸破損状況
（厚木市戸田）

厚木水位観測所河川横断図（14ｋ8付近）

平水位

※縦が１に対し横は1/10
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堤防天端から約５ｍ下がった所まで水位上昇
（警戒水位を約３０cm上回った）

堤防天端から約3.5ｍ下がった所まで水位上昇



相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

①②④コアジサシ（絶滅危惧Ⅱ類）

②④タコノアシ（絶滅危惧Ⅱ類）

④オオアカウキクサ（絶滅危惧Ⅱ類）

中流部の自然環境 県県 管理区間管理区間

①

②

③

・・・主な生息地

③⑤カワラノギク（絶滅危惧ⅠB類）

①ニホンアカガエル

（神奈川県RD減少種）

①シマヘビ（神奈川県RD減少種）

②④アオハダトンボ（危惧D,神奈川県RD）

②③カワラニガナ（絶滅危惧Ⅱ類）

④

②カヤネズミ

（神奈川県RD減少種）

①ダイサギ

（神奈川県RD減少種）

③ニホンリス

（神奈川県RD減少種）

⑤

17



相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

河川空間の利用状況 県県 管理区間管理区間

①

②

③

④

⑤

①

⑤

④

草地（厚木市戸田）グラウンド利用（厚木市酒井）

礫河原（厚木市三田）高水敷の樹林化（厚木市下川入）

②

堤外民地における耕作の様子
（相模原市磯部）

③

グラウンド利用(座間市新田宿）

釣り（相模原市大島）遊泳（愛川町半原）

中津川15.6ｋ付近

中津川5.6ｋ付近 中津川4.4ｋ付近

相模川11.0ｋ付近 相模川9.8ｋ付近 相模川20.2ｋ付近

相模川21.6ｋ付近

相模川32.6ｋ付近
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相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

①礫河原の再生 ②河川植生の保全

19

自然環境に配慮した取り組み 県県 管理区間管理区間

○樹林化が進んでいる河原を
かつての礫河原を再生するた
め、樹木伐採と礫河原再生の
土工事を実施。

○絶滅危惧種であるカワラノギクを
保全するため、外来種の駆除も併せて
、試験圃場を設置。

○カワラノギクの生育に適した土壌を
把握するため、３種類の礫層を設置。施工前

施工後

外来種で樹林化した河原

礫河原再生整備後
シナダレスズメガヤ

ハリエンジュ

施工後

施工前

①

瀬・淵が形成された

③多自然川づくり

完成後（１０年）

完成

○生物の良好な生育環境に配慮
した自然景観を保全・創出する
ため、多自然川づくりを行ってい
る。

③

②

開花したカワラノギク



津久井湖環境整備事業

三井地区植物浄化施設

城山ダム

相模ダム

宮ヶ瀬ダム

相模湖環境整備事業

相模貯水池大規模建設改良事業

寒川取水堰

ダム諸元

城山ダム
完成年月：昭和40年３月
堤 高： 75.0m
堤 頂 長：260.0m
有効貯水容量：5,470万m3

城山ダム・相模ダム（関連施設・事業）の状況
県県 管理区間管理区間

しゅんせつ船団作業状況

アオコ発生抑制のための
エアレーション装置

相模ダム
完成年月：昭和22年６月
堤 高： 58.4m
堤 頂 長：196.0m
有効貯水容量：4,820万m3

20



水質について

基準点位置図

水質は環境基準値を経年的に概ね達成している。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

Ｓ61 Ｓ63 Ｈ2 Ｈ4 Ｈ6 Ｈ8 Ｈ10 Ｈ12 Ｈ14 Ｈ16 Ｈ18

年度

Ｂ
Ｏ

Ｄ
7
5
％

（
m

g/
l）

富士見橋（AA）

沼本ダム（A）

寒川取水堰（上）（A）

馬入橋（C）

Ｃ類型：5mg/ｌ

A類型：2mg/ｌ

AA類型：1mg/ｌ

相模川 BOD75％値経年変化
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沼本ダム

寒川取水堰（上）

馬入橋

富士見橋

山中湖

忍野八海

河口湖

環境基準Ｃ類型環境基準AA類型

環境基準A類型

環境基準類型指定

環境基準Ｃ類型環境基準AA類型

環境基準A類型

環境基準類型指定

相模ダム

城山ダム

宮ヶ瀬ダム



相模湾

相
模
川

道
志
川

中
津
川

・・・ダム

・・・堰堤

①相模ダム

⑨宮ヶ瀬ダム

③城山ダム

④小沢頭首工

⑤磯部頭首工

⑥相模大堰

⑦寒川取水堰

⑧道志ダム

①①

②②

⑧⑧

③③

⑨⑨

④④

⑩⑩

⑤⑤⑪⑪

⑥⑥

⑦⑦

②沼本ダム

相模川における主な利水施設
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水利権の用途別割合

神奈川県、横
浜市、川崎市、
横須賀市の
水道用水と京
浜工業地帯
の工業用水

相模川左岸
の農業用水相模川右岸

の農業用水

中津川
左岸の
農業用
水

中津川左
岸の農業
用水

神奈川県、横浜
市、川崎市、の
水道用水と京
浜工業地帯の
工業用水

津久井道水路

道志道水路

神奈川県内の給水
人口の約６割に水
道用水を供給

⑩坂本頭首工

⑪昭和用水頭首工

約9,500haの農地

に農業用水を供給

かんがい

56.77m 3/s, 6%

水道

41.28m 3/s, 4%

その他

0.73m 3/s, 0%

工業

6.69m 3/s, 1%

発電

842.51m 3/s,
89%



京浜地帯等の人口増加や工業の進展に伴う水道用水、工業用水及び電力需
要の増大、食糧増産のための水田開発など多岐にわたる水需要に応えるた
め、計画的に水資源開発を行っている。

水需要の推移と水資源開発
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相模川河水統制事業（S13～S31） 相模川総合開発事業（S36～S45） 宮ヶ瀬ダム建設事業（S49～H13）

相模川高度利用事業（S43～S47）

【相模川河水統制事業】
○都市用水、農業用水及び発

電用水を総合に開発
相模ダム（S22年完成）
相模ダム嵩上げ（S26年完成）
道志ダム（S31年完成）

【相模川総合開発事業】
○昭和30年代後半における水

需要急増への対応
寒川取水堰（S39年完成）
城山ダム（S40年完成）

【相模川高度利用事業】
○昭和40年代の急激な水需要

の増加に対処するため、緊
急暫定的に寒川取水堰下流
の確保流量を都市用水とし
て利用

寒川取水堰改築（S47年完成）

【宮ヶ瀬ダム建設事業等】
○洪水調節を行なうとともに、効率的・

効果的な水運用を実現するための
施設整備

宮ヶ瀬ダム（H13年完成）
相模大堰（H10年完成）
津久井導水路（H12年完成）
道志導水路（H13年完成）
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自流で賄われる人口 相模ダムで賄われる人口

城山ダムで賄われる人口 その他の水系で賄われる人口

高度利用（安定）で賄われる人口 宮ヶ瀬ダムで賄われる人口

高度利用（暫定）で賄われる人口 神奈川県給水人口
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ダム及び周辺
土砂生産域

相模ダム

城山ダム

道志ダム

相
模
川

中津川

小鮎川

桂川（相模川）
山中湖

取水堰

相模湾

河道・河口
及び海岸

置き砂
ダム浚渫土、

河道掘削土など

モニタリング
・土砂移動実態把握
・地形変化把握
・河川生態系変化把握
・置き砂による障害把握

「相模川川づくりのための
土砂環境整備検討会」

「提言」を実現していくための方策及び土砂環境改善
に向けた具体的な方策につい議論する場として設置

置き砂試験施工による検討
（「置き砂」提言書で当面の対応）

●置き砂実施方法の検討
●モニタリング方法の検討

技術的検討

●土砂動態解析モデルに

よる土砂供給量の検討
●土砂回復目標の設定

●土砂動態と環境の関係評価
●土砂環境改善の対応検討

「土砂管理計画」の策定

置き砂、モニタリング、土砂動態解析結果より

「相模川水系土砂管理懇談会」

「提言書」H15.6公表

土砂環境復元のイメージ
「昭和30年代前半の相模川」

貯水量の確保

礫河原の回復

河口干潟環境の回復

砂浜の回復

土砂動態解析
河道域、海浜域

宮ヶ瀬ダム

土砂環境改善の取り組み

置き砂試験施工（全景）
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河口干潟は、コアジサシ等が生息す
る相模湾奥の貴重な河川環境を形
成。砂州後退で河口干潟が減少。

昭和29年

昭和60年

平成17年

河口域及び河道の変化

昭和22～23年（16.0～23.0k）

みお筋は多列及び複列から単列へ移行。

みお筋の固定化より、年々礫河原が減少

昭和44年（32.0k付近）

礫河原減少

みお筋が固定

多列及び複列のみお筋

平成14年

昭和48年

平成15年

みお筋の単列化

礫河原は、約３割に減少(S29→H15年)

河口域における変化 河道の変化

河口干潟の減少

25

高水敷樹林化



河川管理
■ 河川管理として堤防除草、ＣＣＴＶカメラによる河川監視、不法投棄対策等を

実施。また、自治体との共同利用により、防災情報や地域情報を提供。

堤防除草

定期的に除草することにより、堤防の状
況を適正に管理する。

除草前 除草後

河川監視

ＣＣＴＶカメラや河川パトロールにより日
常的に河川を監視。

CCTVカメラ
河川パトロール

不法投棄防止対策

車両制限柵や監視カメラ等により、不
法投棄対策を実施

監視カメラによる映像

監視カメラ及び「監視中」看板

情報発信
●インターネットにより、水位データ等を配信

●水位データを携帯

メールで配信

大型画面により、防災情報や

地域情報を提供

平塚駅前河川情報掲示板
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